








業の「産学研」連携は日本とのそれに比べて比較的進んでおり、本報告書でも取り上げたような成功事

例も見られる中、依然として日本への期待も大きい。

　本調査報告書は、わが国において現在、中国における「産学研」連携関連の施策や実態を網羅的、系

統的に取りまとめた情報が存在していないことを背景に、中国における「産学研」連携の背景、経緯及

び最新施策、中国における「産学研」連携の推進に関する各種支援制度、中国の東部、中部、西部地域

における「産学研」連携の現状と動向、中国において話題になっている「産学研」連携の実例及び特徴

について順に述べてきた。

　また、前述したように、中国における「産学研」連携には、①企業は「産学研」連携の主体である、

②市場は「産学研」連携が指向するものである、③「産学研用」が緊密に結合している、④大学が「産

学研」連携において多様な役割を担う、⑤政府が「産学研」連携を主導するという点が特徴として存在

することが指摘された。また、中国国家主席胡錦濤氏が強調する「中国は社会主義的な市場経済体制の

下で『産学研』連携を推進していくため、市場メカニズムと政府主導という両輪が必要である」という

点は、何より重要なポイントであると理解できよう。

　一方で、中国における「産学研」連携に関する課題も存在していることを指摘した。具体的には、「産

学研」連携に関する政策が分散していること、「産学研」連携に関する支援力の不足等の問題である。

また「産学研」連携に関する国際的で本格的な展開への取り組みについてはまだ開始されたばかりであ

ることから、多岐にわたる多彩な「産学研」連携が今後どのように展開されていくのか、不確定な要素

も存在するように思われる。

　今後、日中間の国際的な「産学研」連携の活発な展開に資するためにも、市場に着目し企業を主体と

する中国「産学研」連携をめぐる多面的な最新動向をフォローしつつ、中国における「産学研」連携の

促進に資するさまざまな関連施策等の体系化や実効などを検証すると同時に、「産学研」連携の現場で

直面するさまざまな具体的な成果や課題、地域間の差などを実感するように探り、日中間の多彩な「産

学研」連携に関する比較検討や日中間の「産学研」連携の円滑な展開に向けた環境整備や必要条件など

についても、真剣に検討を続けていくことが有益であろう。
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